
　
能
楽
の
代
表
的
な
流
派
の

一
つ
、
観
世
流
の
９
世
橋
岡

久
太
郎
さ
ん
が
団
長
を
務
め

る
橋
岡
会
が
今
秋
、
ウ
ィ
ー

ン
で
薪
能
を
舞
う
。
同
地
で

の
薪
能
公
演
は
初
め
て
で
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
日
本
大
使

館
が
市
民
を
巻
き
込
む
文
化

交
流
の
拡
大
を
狙
っ
て
招
い

た
。
欧
州
で
は
世
界
無
形
文

化
遺
産
第
１
号
の
一
つ
に
登

録
さ
れ
た
能
楽
に
対
す
る
関
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０
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・
・
・
・
１
０
１
行

「
文
化
」
（
写
真
２
）

◎
今
秋
、
ウ
ィ
ー
ン
で
初
の
薪
能
公
演


市
民
巻
き
込
む
文
化
交
流
目
指
し


―
大
使
館
が
観
世
流
橋
岡
会
招
く
―

心
は
高
く
、
日
本
の
伝
統
芸

能
に
「
芸
術
の
都
」
の
市
民

が
ど
う
反
応
す
る
か
注
目
さ

れ
る
。

　
今
回
の
薪
能
は
、
昨
年


月
に
橋
岡
会
が
ウ
ィ
ー
ン
で

行
っ
た
能
楽
公
演
が
き
っ
か

け
。
野
田
政
権
で
官
僚
ト
ッ

プ
の
官
房
副
長
官
を
務
め
た

竹
歳
誠
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

が
「
草
の
根
の
文
化
交
流
を

推
進
し
た
い
」
と
企
画
し
、

市
内
に
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
世
界

博
物
館
で
開
催
、
会
場
は
約

２
０
０
人
の
観
客
で
満
杯
と

な
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

▽
「
葵
上
」
で
情
念
描
く

公
演
後
、
公
邸
を
訪
れ
た

橋
岡
さ
ん
に
竹
歳
大
使
が
庭

を
案
内
し
な
が
ら
「
こ
う
い

う
場
所
で
月
明
か
り
の
下
、

薪
能
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

で
き
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
か
」
と
話
す
と
、
橋
岡

さ
ん
が
「
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
応
じ
た
。

　
こ
れ
が
実
現
へ
の
一
歩
と

な
り
、
今
年

月
１
日
夕
に

再
び
日
本
大
使
館
主
催
で
公

演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
薪

能
は
本
来
、
野
外
に
設
置
さ

れ
た
舞
台
の
周
囲
に
か
が
り

火
を
た
い
て
演
じ
ら
れ
る
。

た
だ
、
野
外
だ
と
雨
の
心
配

や
舞
台
設
営
の
難
し
さ
が
あ

る
た
め
、
場
所
は
昨
年
と
同

の

人
。
演
目
は
源
氏
物
語

に
題
材
を
得
た
「
葵
上
（
あ

お
い
の
う
え
）
」
。
光
源
氏

に
思
い
を
焦
が
す
亡
き
皇
太

子
の
元
妃
、
六
条
御
息
所
（

ろ
く
じ
ょ
う
の
み
や
す
ど
こ

ろ
）
の
生
き
霊
（
り
ょ
う
）

が
、
病
床
に
伏
せ
る
源
氏
の

正
妻
、
葵
上
に
取
り
つ
き
、

鬼
と
な
っ
て
襲
う
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
だ
。

　
▽
日
本
へ
の
関
心
に
期
待

る
ウ
ィ
ー
ン
市
民
に
最
高
の

も
の
を
提
供
し
た
い
。
公
演

を
見
て
本
物
を
知
り
た
い
と

日
本
に
行
く
人
が
増
え
、
日

本
文
化
の
理
解
と
市
民
交
流

に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。
（
時
事
）

【
編
注
】

「
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ー
ド
」

「

能
楽
」
（
Ｊ
Ｔ
Ａ
９
６
９
）

あ
り
ま
す

K140829JTA970(1980x1117)
JUA016 JU682-2 (P)
②昨年秋に行われたウィーンで
の能楽公演２０１３年１１月
、オーストリア・ウィーン世界
博物館（橋岡会提供）

じ
会
場
と
し
、
か
が
り
火
は

リ
ア
ル
に
炎
の
イ
メ
ー
ジ
を

再
現
で
き
る
電
気
照
明
を
使

う
こ
と
に
し
た
。
「
今
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
お
か
げ
で
野

外
で
の
幻
想
的
な
薪
能
の
雰

囲
気
を
相
当
程
度
、
再
現
で

き
る
と
思
う
」
と
橋
岡
さ
ん

。　
公
演
す
る
の
は
能
・
狂
言

の
役
者
と
音
曲
の
囃
子
方
（

は
や
し
か
た
）
や
地
謡
な
ど

K140829JTA970(1460x2048)
JUA016 JU682-1 (P)
①ウィーン公演で使う般若の面
を持つ橋岡久太郎さん。面は豊
臣秀吉が「天下一」の称号を許
した出目是閑吉満（でめぜかん
よしみつ）の作。「貴重な文化
財を惜しげもなく使うのが能の
世界」と語る２０１４年７月
、千葉県佐倉市の自宅

　
舞
台
の
中
心
を
担
う
の
は

、
シ
テ
方
（
主
役
）
の
橋
岡

さ
ん
が
演
じ
る
御
息
所
と
、

法
術
で
押
さ
え
込
も
う
と
す

る
修
験
者
（
ワ
キ
方
）
の
２

人
。
葵
上
を
表
現
す
る
の
は

中
央
に
敷
か
れ
た
一
枚
の
赤

い
着
物
（
小
袖
）
の
み
。
シ

テ
は
般
若
（
は
ん
に
ゃ
）
の

面
を
着
け
て
舞
い
、
御
息
所

の
嫉
妬
と
怨
念
を
表
現
す
る

。　
こ
の
演
目
は
、
能
楽
な
ら

で
は
の
大
胆
な
省
略
と
幽
玄

の
美
が
凝
縮
さ
れ
た
作
品
の

一
つ
。
橋
岡
さ
ん
は
「
恋
に

狂
う
女
性
の
嫉
妬
や
情
念
は

世
界
の
ど
の
国
に
も
通
じ
る

普
遍
的
な
も
の
で
、
非
常
に

分
か
り
や
す
い
」
と
選
ん
だ

理
由
を
語
る
。

　
竹
歳
大
使
は
「
和
食
や
日

本
文
化
へ
の
関
心
が
高
く
、

芸
術
文
化
に
目
が
肥
え
て
い
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能
楽
　
室
町
時
代
か
ら
６

０
０
年
以
上
に
わ
た
り
演
じ

継
が
れ
て
き
た
古
典
芸
能
で

、

世
紀
後
半
に
観
阿
弥
が

芸
術
性
を
高
め
、
子
の
世
阿

弥
が
大
成
さ
せ
た
。
舞
い
と

笛
・
鼓
な
ど
の
音
楽
が
一
体

と
な
っ
た
歌
舞
劇
の
能
と
、

喜
劇
を
基
調
と
す
る
会
話
劇

の
狂
言
か
ら
成
る
。
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
に
よ
り
２
０
０
１
年
に

Ｊ
Ｔ
Ａ
９
６
９
　
Ｊ
Ｕ
６
８
１
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
６
行

「
文
化
・
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ー
ド
」

◎
能
楽

無
形
遺
産
傑
作
宣
言
の
第
１

号

件
の
一
つ
に
選
ば
れ
、


年
に
世
界
無
形
文
化
遺
産

に
正
式
登
録
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

【
編
注
】

「
文
化
」

今
秋
、
ウ
ィ
ー

ン
で
初
の
薪
能
公
演

関
連
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